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第19号 令和 2 年 10 月 1 日 

                           高 山 赤 十 字 病 院 

  

 

病院長よりこんにちは！ 
 

 

拝啓 実りの秋を迎え、食がすすむ季節がやってきました。開業医の先生方はじめ関係機関

の皆様には患者さんのご紹介など相互連携にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうござ

います。 

４月同様、秋の高山祭・八幡祭も中止となり祭りのない１年を過ごすこととなります。例

年、地区の神事や祭りを終えて冬支度をするご家庭も多いのではないかと思います。地域の

方々にとって祭事をいかに暦代わりの大切なイベントとして１年を過ごしていらっしゃる

かがうかがわれます。一方、氏子により変わらず行われる神事は例年にも増して厳かに行わ

れることでしょう。そのため、かえって本質を垣間見る光景に出会えるかもしれません。 

今年も巡ってきた読書、スポーツ、そして実りの秋を満喫しましょう。秋晴が心地よい季

節、どうぞ健やかにお過ごしください。 

敬具                                  

 

                               病院長 清島 満 

 

【同封文書】 

 ○病院長あいさつ「病院長よりこんにちは！」   

退任・新任医師のご案内              ・・・Ｐ2 

先生ってこんな人 内科・健診センター 医師 金田 知子   ・・・P3 

 

○外来担当医表  10月分 

 ○高山赤十字病院診療案内 

…患者さんによるご予約の場合に当院への紹介状と共にお渡しいただくと便利です 

○地域連携係よりお知らせ 

   ・診療科外来担当医師一覧（初診） 

   ・診察予約申込書（FAX送信票） 

 〇第１２回飛騨地域緩和ケア研修会開催案内 
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◆◆退任・新任医師のご紹介◆◆ 

 

 
退  任 新  任 

氏 名 卒年 氏 名 卒年 

消化器内科 荒尾
あ ら お

 真
まさ

道
みち

 

（日本消化器内視鏡学会専門医） 

（日本消化器病学会専門医） 

H23 水谷
みずたに

 拓
たく

 H23 

血液内科  石
いし

際
ぎわ

 康
こう

平
へい

 

 

H29 土門
ど も ん

 洋祐
ようすけ

 H29  

外 科 服部
はっとり

 公
きみ

博
ひろ

 

 

H28 藤林
ふじばやし

 勢
せい

世
と

 H29 

脳神経外科 川崎
かわさき

 智
とも

弘
ひろ

 

（日本脳神経外科専門医） 

H20 野村
の む ら

 悠一
ゆういち

 H19 

産婦人科  相
あい

京
きょう

 晋
しん

輔
すけ

 H26 加藤
か と う

 雄
ゆう

一郎
いちろう

 

 （日本産婦人科学会専門医） 

H17 

歯科口腔外科 

（2年目研修医）  吉田
よ し だ

 宥
ゆう

哉
や

 Ｈ31 
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◇◇『先生ってこんな人』シリーズ⑪◇◇ 

 

 開業医の先生と「顔の見える関係」を築き、安心して患者さんをご紹介いただけるよう

スタートした『先生ってこんな人』シリーズ。 

第 11回目は、健診センターを担当する内科医・金田知子先生です。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

病院長 

清島
せいしま

 満
みつる

 

【略歴】 

1978 岐阜大学医学部卒業  

1978 岐阜大学医学部附属病院第一内科医員（研修医） 

1984 医学博士号取得  

1985 岐阜大学医学部附属病院中央検査部助手  

1988 Columbia University 留学  

1990 岐阜大学医学部臨床検査医学助手  

1994 岐阜大学医学部附属病院中央検査部講師  

1997 岐阜大学医学部臨床検査医学教授  

2004 岐阜大学大学院医学研究科病態情報解析医学教授 

2012 岐阜大学院医学研究科長・医学部長 

2018 高山赤十字病院病院長 

  

内科 

（膠原病・リウマチ学会専門医） 

 

西野
に し の

 彰
あきら

 医師 

 

研修医 1年目・2年目はいかがでしたか？  

 

たすきがけ研修により木沢記念病院、岐阜大学病院で研修させていただきました。 

木沢記念病院ではアットホームな雰囲気のなか多くの先生にご指導いただき、ジェネラルな

ことから幅広く経験させていただきました。後半は大学に移りより専門的なことを学びまし

た。研修2年目の後半には糖尿病内科と決め、大学勤務を経て５年目から中濃厚生病院（関

市）で勤務することとなりました。 

ージを持っていました。 

医師を目指したきっかけは？ 

 

医師になろうと思ったのはぼん

やりと高校2年生の頃から思い描

きだしたように思います。 

母や姉が薬剤師をしており自然

と医療の道を模索するようになり

ました。 

診断や治療を通じて、より患者

さんに深く関わる仕事をしたいと

思い医学部へ。その頃は、小さな

診療所で地域のために働くお医者

さんというイメージを持っていま

した。 

今年４月から中濃厚生病院から赴任いただきました。 

ご出身はどちらですか？  

 

高校まで名古屋で過ごしました。高校は公立でしたが私

服通学が許されており、とても自由な校風で充実した高

校生活でした。その後、岐阜大学へ進学しました。 
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当院では主に健診センターで勤務いただいています。 

 

これまで内科医として、自覚症状がある患者さんなどすでに症状の悪化が見られて病院へ足を運

ぶ患者さんを診ていましたが、健診センターでは病気になる一歩手前や初期症状を感知することが

仕事ですので、これまでとは異なった視点での診察が必要と感じています。 

患者さんは控えめに「病院に受診するほどではないけれど…」とお話される方がいらっしゃいま

すが、そのための健診ですので、日常の些細な違和感やちょっとした気になることを気軽に話して

いただければ幸いですし、医師としてもそうして頂けるよう努めたいと思います。 

 

５年目からは中濃厚生病院でご勤務されたのですね。 

 

部長クラスの先生方2名に私という数年上の先輩にあたる方がいらっしゃらない状況で

したので緊張感はありました(笑)。躊躇せず相談させていただける雰囲気でしたし、時折

いらっしゃる外勤の先生方にもアドバイスいただくこともあり、心より感謝しています。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

金田先生は医師でもありお母さん

でもいらっしゃいます。 

育児との両立はいかがですか？  

 

職場環境に慣れてきたころ、妊

娠・出産し1年間の育休をいた

だきました。復帰時期が決まり準

備していたなか、夫の転勤が決ま

り状況が一転。必然的に夫は単身

赴任、私は名古屋の実家にお世話

になり関市の勤務先まで通勤して

いました。半年後、私も高山勤務

となり、月、木、金曜日は健診セ

ンター、火曜日は内科再診、その

ほか呼び出しが比較的少ない教育

入院等を担当しています。  
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早期の受診が必要な 

患者さんについて  

 

健診センターで診断することはあ

りませんが検査によっては当日結果

が判明しますので、一刻も早い専門

医への受診が必要と判断した場合は

コンサルし、可能であれば当日に受

診いただけるよう調整を行っていま

す。 

また、健診結果がご本人のお手元

に届く前でも早目の精査をお勧めす

るときは、看護師から連絡させてい

ただくこともあり、のちに「あの時

健診して良かった」と思っていただ

けるよう努めています。 

 

糖尿病内科・健診センター 金田
か ね だ

 知子
と も こ

 医師 

  

 

糖尿病内科医としてはいかがですか？  

 

病気に繋がる可能性があると判断したときは、日頃

の食事や生活習慣など今から出来る改善ポイントをわ

かりやすくお伝えするようにしています。 

健診後、要精査であっても受診につながらない方は

意外と多くいらっしゃいますので、どのような声掛け

を行えば患者さんの意識を変えられるか常に考えなが

ら、ポンと背中を押す役目が果たせればと思っていま

す。 

 

高山に引っ越して約半年、飛騨の暮らしはいかがですか？  

 

コロナ禍でなかなか遠方へ出かけられませんが、休みはひと気の少なそうな場所を選び出かけて

います。まだ子どもも小さく、自然のなかに居るだけで虫などを追いかけ楽しく遊ぶことができま

すし、私たちもリラックスした時間を過ごしています。 

状況が落ち着けば色々なところへ出かけてみたいですね。 
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開業医の先生方へメッセージをお願いします。  

 

直接開業医の先生方とやりとりさせていただく機会は少ないと思いますが、健診セン

ターと内科での診察（再診）を通して、地域の方々のQOLに少しでも貢献できればと

思います。健診センターでは、コンピューターが検査結果をもとに精査の有無を知らせ

てきますが、その後は医師が総合的に判断し結果を郵送しています。 

健診の際はどんな些細なことも気軽にご相談していただけるよう努めてまいります。 

 

人間ドック・健康診断 

 

■セット一覧 

人間ドック(日帰り) 脳ＭＲ検診 生活習慣病予防健診 

肺がん検診 骨ドック 健 診 

■その他の検診 

子宮・乳がん検診 ７，６００円 

乳がん検診（マンモグラフィ） ４，１００円 

子宮がん検診（子宮頸部細胞診＋内診） ５，０００円 

■オプション検査 

項 目 料 金 疑われる疾患 

腫瘍マーカー（ＰＳＡ） １，５００円 前立腺がん 

腫瘍マーカー（ＣＥＡ） １，５００円 胃・大腸がん 

腫瘍マーカー（ＡＦＰ） １，５００円 肝臓がん 

腫瘍マーカー（ＣＡ１９-９） １，５００円 膵臓・胆のう・胆管がん 

腫瘍マーカー（ＣＡ１２５） １，５００円 卵巣がん 

眼底検査 ８００円   

眼圧検査 ９００円   

腹部超音波検査 ５，５００円 - 

喀痰細胞診検査（喀痰 3 日蓄痰法） ３，０００円 - 

肺機能検査 １，６００円 - 

ＨＣＶ抗体検査 １，４００円 - 

ＨＢＳ抗原検査 １，１００円 - 

ＨＢＳ抗体検査 １，１００円 - 

ピロリ菌抗体検査 2，０００円 - 

※すべて税別 

■■高山赤十字病院 健診センター■■ 

     TEL 0577-32-1111(代) 内線 3217  FAX 0577-32-8515 

いよいよ紅葉の季節ですね！ 

■高山赤十字病院 健診センター 

  TEL 0577-32-1111(代) 内線 3217 

  FAX 0577-32-8515 


